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１ はじめに 

近年、都市部において中高層建築物が増加し階段延長を実施する機会が増

えている。連結送水菅が設置されていれば送水管を利用してのホース延長を

実施しているが、連結送水管の設置されていない７階建未満の建物の火災現

場において階段延長する場合、各消防本部で工夫した延長方法を実施してい

る。二重巻き、島田折り、狭所巻き等があり、これらを組み合わせた積載方

法、延長方法も存在する。 

 

２ 現状 

当局の管轄区域は密集地域や狭隘道路が多いため、消防車両が小型で資器

材を積載できるスペースが限られている。災害現場が多様化する現在、使用

する資器材も多くなりホースが積載できるスペースが少ないため、島田折り

等のホースでは積載スペースを取ってしまう。また、二重巻き、島田折り等

での搬送はホースが崩れることもあり、搬送本数も限られ、延長時には折れ

や捻れが生じることがある。 

 

３ 課題 

⑴  階段延長が多くなる中、安全、確実、迅速な階段延長に特化させたホー

スをコンパクトに積載したい。 

⑵  何時でも、何処でも、誰でも、安全、確実、迅速にホース延長がした

い。 

⑶  二重巻きホースは積載に優れているが多くの人がいる中では、前方に広

げる手広め延長は危険を伴う場合がある。 

⑷  島田折り等その他の延長方法はホースが余った際には捌くのに時間を要

し、活動スペースの狭い場所ではホースに折れが生じることがある。 
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４ 器具の改良 

  ６５ｍｍホースを二重巻きと同じスペースで積載し安全、確実、迅速に延

長できるシングルスピン方式（以下シングルスピンとする）を考案した。 

⑴ 準備 

ア ６５ｍｍホース、塩ビ管（直径４ｃｍ長さ１１ｃｍ）、カラビナ、スリ

ング（９０ｃｍ）を準備する。 

イ ６５ｍｍホースはオス金具側から一重巻きで巻く。 

ウ カラビナにスリングでひばり結びを作成する。（写真Ｎｏ．１） 

⑵ 作成方法 

ア 一重巻きの６５ｍｍホースの中心のオス金具が横向き、メス金具が上

部に来る様に置く。（写真Ｎｏ．２） 

イ メス金具が上部に来ない場合、ホースの余長部分を折り曲げる。（写真

Ｎｏ．３） 

ウ ホースの中心（オス金具の上部）に塩ビ管を設置し、その中にスリン

グを通しホースにひばり結びを作成しカラビナをスリングにかける。

（写真Ｎｏ．４） 

⑶ 搬送方法 

ア スリングを片手で持ってホースを搬送する。（写真Ｎｏ．５） 

イ カラビナを胴ベルト型安全帯のＤ環にかけて搬送することも可能であ

る。（写真Ｎｏ.６） 

ウ ６５ｍｍホース４本の１人搬送も可能である。（写真Ｎｏ．７） 

⑷ 延長方法 

ア ホースに掛かっているスリングのひばり結びを緩め、カラビナをまた

ぎ、メス金具を結合してカラビナを持ってホースを延長する。 

（写真Ｎｏ.８） 

イ 一重巻き（シングル）ホースが回転（スピン）し、走る速さと同じ速

さでホース延長が可能となる。（写真Ｎｏ．９） 

ウ 一重巻きが（写真Ｎｏ．１０）の向きの場合は、ホースが反転しスリ

ングが捻れて抵抗となり延長しにくい。 

エ 階段延長が一人で迅速かつ円滑にできる。（写真Ｎｏ．１１） 

オ ホースカーが通ることのできない狭い場所や障害物があっても人が通

ることができれば延長可能である。（写真Ｎｏ．１２） 
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カ 一人でも容易に２線同時延長ができる。（写真Ｎｏ．１３） 

 

⑸ 応用 

ア 階段延長で出火付近に到着後、余ったホースはそのまま一重巻きを広

げ、踊り場等で狭所巻きへと容易に変更できる。（写真Ｎｏ．１４） 

イ シングルスピンで使用したスリングとカラビナはホースの落下防止の

固定として活用できる。（写真Ｎｏ．１５） 

ウ 作成時に余った塩ビ管は４０ｍｍホースのカップリング離脱防止とし

て利用可能である。（写真Ｎｏ．１６） 

 

５ 検証実験 

４階出火想定で６５ｍｍホースを２本使用し二重巻き、島田折り、シンル

スピンの延長タイムと隊員の体調の疲労度を測定し検証した。 

  

６ 検証結果 

４人ともシングルスピンの延長タイムが最も速く脈拍数が少なく、ＳＰО₂

が高く、疲労度が少ないことが確認できた。（表１） 

シングルスピンは片手で延長できるため、階段内回り延長も容易であり隊

員の負担も少ないことが数値として現れた。 

 

７ 長所 

⑴ 一重巻きのため積載が容易であり、コンパクトに積載できる。 

⑵ ホース延長（特に階段延長）がスムーズで折れや捻れが少なく、隊員の

負担も少ない。 

⑶ 隊員が安全確認して先に進むためホースが障害物に接触する危険が少な

い。 

⑷ 延長方法が単純であることから修得するのが容易である。 

⑸ 一重巻きで余ったホースをそのまま狭所巻きへと変更できる。 

⑹ スリングとカラビナはホース落下防止の固定として活用できる。 

⑺ 塩ビ管は費用も安く、用意し易い。（余れば４０ｍｍホースのカップリ

ング離脱防止として利用可能） 

⑻ 階段延長が内回りとなり、階段の活動スペースが確保し易い
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写真Ｎｏ．１ 

【準備①】 

・塩ビ管（直径４ｃｍ長さ１１ｃｍ） 

・６５ｍｍホースはオス金具側から 

一重巻き 

・カラビナにスリング（９０ｃ 

ｍ）でひばり結び 

 

 

写真Ｎｏ．２ 

【準備②】 

・オス金具が横向き、メス金具が上 

部になるように置く。 

 

 

 

 

 

写真Ｎｏ．３ 

・メス金具が上部に来ない場合は      

余長部分を折り曲げる。 
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写真Ｎｏ．４ 

【準備③】 

・６５ｍｍホースの中心（オス金具 

の上部）に塩ビ管を設置 

・塩ビ管にスリングを通し、ホース 

にひばり結びを作成 

・カラビナをホース側面のスリング 

にかける。 

 

写真Ｎｏ．５ 

【搬送①】 

・スリングを片手で持って搬送 

 

 

 

 

 

 

写真Ｎｏ．６ 

【搬送②】 

・カラビナを胴ベルト型安全帯のＤ 

環にかけて搬送も可能 
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写真Ｎｏ．７ 

【搬送③】 

・一人で４本搬送も可能 

 

 

 

 

 

 

写真Ｎｏ．８ 

【延長①】ホースに掛かっているひばり結びを緩め、カラビナをまたぐ。 

 

写真Ｎｏ．９             写真Ｎｏ．１０ 

   

【延長②】正しい一重巻きの方向     間違った一重巻きの方向 
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写真Ｎｏ．１１ 

【延長③】 

・階段延長が一人で迅速かつ円滑  

にできる。 

 

 

 

 

 

写真Ｎｏ．１２ 

【延長④】 

・ホースカーが通ることのできない 

狭い場所や障害物があっても人が 

通ることができれば延長可能 

 

 

 

 

写真Ｎｏ．１３ 

【延長⑤】 

・一人でも容易に２線同時延長が  

できる。 
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写真Ｎｏ．１４ 

【応用①】 

・出火付近に到着後、余ったホース 

はそのまま一重巻きを広げ、狭所 

巻きへと容易に変更できる。 

 

 

 

 

写真Ｎｏ．１５  

【応用②】 

・シングルスピンで使用したスリン 

グとカラビナはホース落下防止 

の固定として活用できる。 

 

 

 

 

写真Ｎｏ．１６ 

【応用③】 

・作成時に余った塩ビ管は４０ｍｍ 

ホースのカップリング離脱防止 

として利用可能 
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表１ 

 項目 平常時 二重巻き 島田折り シングルスピン 

 

Ａ隊員 

 

タイム  １分２６秒 ０分５７秒 ０分４６秒 

脈拍 ７８回／分 １６６回／分 １７４回／分 １４８回／分 

ＳＰО₂ ９７％ ９４％ ９３％ ９６％ 

 

Ｂ隊員 

 

タイム  １分５０秒 １分０６秒 ０分５８秒 

脈拍 ９２回／分 １５８回／分 １４６回／分 １１８回／分 

ＳＰО₂ ９９％ ９５％ ９６％ ９７％ 

 

Ｃ隊員 

 

タイム  ２分０９秒 ０分５９秒 ０分５２秒 

脈拍 ６６回／分 １４４回／分 １６４回／分 １２２回／分 

ＳＰО₂ ９８％ ９５％ ９３％ ９７％ 

 

Ｄ隊員 

タイム  １分１８秒 １分１０秒 ０分４９秒 

脈拍 ６６回／分 １６２回／分 １５６回／分 １４０回／分 

ＳＰО₂ ９８％ ９３％ ９４％ ９６％ 

４階出火想定で消防車両のホース棚に積載した状態からスタート 

一人で６５ｍｍホース２本使用して４階まで延長したらゴール 
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